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特集ムササビ観察会

ムササビ観察会30年の問題点と対策
watchinggiant flying squirrels for30years

岡崎　弘幸
〟7m刀止J（汝8g∂AJ

はじめに
ムササビ観察会は、東京では1978年（昭和53

年）頃から始まったが、主催団体、参加者、開催
地が次第に増加してきた。東京では、高尾山中腹
の薬王院（八王子市）でもっとも古くからムササ
ビ観察会が開かれ、今では御獄山や奥多摩でも観

察会が開かれている。高尾山は都心に近く、交通
の便利さと自然の豊かさから、さまざまな自然観

察会が開かれており、ムササビ観察会は年間を通
じて行われている。私はこの30年間、高尾山を

中心にムササビ観察会に携わってきたが、観察会
を通じてどのような教育的或いは生涯学習的効
果があり、またどのような問題点が生じ、それを

解決してきたのかなどを振り返りながら、今後の
課題を考えてみたい。

人気が高まるムササビ観察会・
高尾山薬王院でムササビ観察をはじめたのは

今泉吉晴氏で、1971年頃からであるD1978年（昭

和53年）、高尾山でムササどの観察を続けていた

私に、東京都高尾ユースホステル（以下高尾YH

と略）から、ムササビ観察会の開催を依頼された0

そこで試験的に1978年に3回実施し、参加者の

募集方法や観察会のやり方、日程等を検討した0

各回16～20名の参加があった。

その後、スタッフを確保するために、1980年

「ムササビ会」というムササビ観察会を中心に行

ぅグループを結成した。高尾YH主催のムササビ

観察会は1980年に2回実施し、延べ86名が参加

した。翌1981年からは年間4回実施し、延べ73

名が参加、1984年からは年間5回実施し、参加

者も137名となった。当初参加定員を毎回30名

としていたが、年々人気が高まり、毎回定員の数

倍の応募があった。抽選でグループ毎に参加者数

を決めていたが、「2年間応募しても落選した」

という声が寄せられ、スタッフを増員して定員を

70名にした年もあった。この頃、高尾自然科学

博物館からも依頼があり、観察会を始めた0

幸い高尾山の観察地である薬王院の境内は広
いので、20名程度の班に分けて観察することが

でき、また他の団体と鉢合わせすることも当時は

ほとんどなく、問題も生じなかった0その後、高

尾YHが閉鎖されて（1997年）、宿泊を伴うムサ

サビ観察会は無くなり、高尾自然科学博物館も閉

館された（2004年）。しかし、ムササビ観察会は

近年、ビジターセンターや市、民間企業、動物臥

鉄道会社などが主催して各地で行われている0高

尾山でのムササビ観察会は相変わらず人気が高

く、現在でも定員の数倍の応募があり、抽選で参

加者を決めざるを得ない状況である0

図1．この観察会を何で知りましたか（回答数128）

図2　どこから参加されましたか（回答数128）

ァンケートに見る参加者の動向

高尾YH主催のムササビ観察会を高尾山で実施

した際に、参加者にアンケート調査を行った0図

1～5は、1995年1月と1996年6月に実施した
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結果である。このアンケートに見られる傾向は、

他の年もほとんど同じである。

参加者募集は東京都広報、テレビ東京、アサヒ

タウンズ（新聞）などで行ったが、74％の人が東

京都広報を見て参加しており、広報が参加者募集
の重要な媒体である（図1）。また、人から聞い

て参加した人も多く（所謂口コミ）、この2つを

合わせると93％にもなる。

参加者は23区内在住が多く、多摩地区の2倍

以上である（図2）。日頃自然と接する機会の少

ない都会の人が、自然を求めて参加するケースが

多いように思われる。

参加するきっかけでは、一度見たかったが

43％で最も多かった。10代と20代の若者層では、

動物が好きで参加したという理由が多く、子供に

見せたいという理由で参加した家族も13％いた

（図3）。高尾山にムササビが生息することを知

らなかった人は59％もいるので（図4）、都会人

のオアシスである高尾山で野生のムササビが見

られるなら、是非一度は見てみたいというのが正

直なところであろう。

参加しようと思ったきっかけは何ですか？ 

納が好きだから　　その他 1il　Jl 

膿　≡＝＝二二二二■＝■二‾‾酢≡…＝＝　　＿批かった 

131 

誓許か　批腎がある 

図3．参加しようと思ったきっかけは何ですか

（回答数184）

観察会にまた参加したい、できれば参加したい
と答えた人は99％もいた（図5）。ムササどの魅

力や夜の観察会の楽しさに惹かれた人が多いこ

とが分かる。実際にリピーターも多く、幸運にも

毎年抽選に当たっているという人もいた。

なぜムササビ観察会の人気が高いのかを考え
てみると、交通の便利さ（高尾山へは都心から1

時間）と、参加すればほぼ確実に野生のムササビ

を観察できることが最大の理由であろう。大空を

滑空する不思議な哺乳類であるムササビを知る

人は多いが、実際の姿を見た人はそう多くはない。
一度は見てみたいと思ってはいるものの、どうし

たら見ることができるのか分からない。まして、

夜の山に出向くなど怖くてできない。そこで、比

較的楽にムササビと出会うことができる「ムササ
ビ観察会」の人気が高まることになる。

高尾YHがあった頃の観察会では、終了後に格

安で宿泊でき、風呂も入れるし、夜遅く帰宅しな

くて済み、観察会後に動物や自然を語り合える機
会がもてた。翌朝にはムササビに関する講演も用

意されていた。翌朝の解散時刻が午前10時と早
いので、再び高尾山に登る人もいた。このような

理由で、宿泊付のムササビ観察会は人気が高かっ

たのではないかと思う。アウトドア派の家族が、

週末を利用する絶好のプログラムであったに違
いない。

就寝準備の後、談話室に集まり、お茶などを飲

みながら（当時高尾YHはまだ禁酒）動物を中心

とした自然談義も好評であった。野生鳥獣の観察

場所や、野草の開花情報などを交換したり、自然

観察や自然保護について夜中まで語り合った。そ
こにはインターネットでは得られない、人と人と

の交流があった。この交流の時間が好きで参加し

ているという人もいた。高尾YHが東京都の事情

で廃館となったことは、自然についての情報交換

の場がなくなり、非常に残念でならない。

感動の滑空

30年間にわたるムササビ観察会に様々な出来

事が起こった。はじめにムササビ観察会が人に与

える感動について述べてみたい。

観察相手は野生動物である。その日に確実に観

察できる保証はない。しかし参加者は、ムササビ

観察に熟練した人が案内するのだから、見られな
い筈は無いと信じている。そこで観察をはじめる

前に、「あくまで相手は野生のムササビですから、

運が良ければ見ることができますが、見られない

こともあります」と断っておく。

写真1　滑空するムササビ
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写貞2　梢から一飛ぶムリサヒ

T貞3　ムササヒ観察会の参加者

また参加したいですかつ

図5　このような企画があれば参力目したいですか

（回答数128）

図4　高尾日lにムサヤヒ′う、いることを知っていましたか

（回答数12パ）

写真4．睾丸の発達した成獣オス
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日没後約30分、息を殺して、ムササビが現れる

のを待つ。私たち（主催者）も参加者も、もしか

したら現れないのかと緊張する。緊張が最高に達

する頃、樹上にムササビが現れると、一層緊張が

走る。そして梢近くへ登って、飛膜を広げ、参加

者の頭上を大滑空。その瞬間、大歓声があがる。

主催者としては安堵感が湧く瞬間でもある。観察

会最大のIll場は、滑空であり、とくに参加者の方

向に滑空してくれれば、大成功である（写真1）。

小型座布団が飛ぶように見える滑空は、参加者に

感動を与え、その感動は脳裏に焼き付く。

感動する機会の少ない現代において、滑空を待
つ緊張した時間が長く、滑空は一瞬にして終わる

からこそ、その感動は大きいのだろう。観察会後

に「今日一番良かったことは何でしたか？」と参

加者に聞くと、ほとんどの人が「滑空が見られた

こと1」と答えることからも、滑空が与える感動

の大きさがうかがえる。

私が就職して3年目に、生徒を連れて高尾山に

行ったとき、高2のある女子生徒は、当時の感動

が忘れられず、26年経った今でも時々、家族や

友達の家族とムササビ観察に出かけるという。私

も、生まれて初めて見た滑空は、30年経った今

でさえ、昨日のことのように思い出す。哺乳類の

観察で、ここまで感動体験できるものは少ないの

ではないだろうか。

感動体験が与える影響

さらに、そこで得た感動体験から、発展的に進

んだ例を紹介したい。はじめは参加者の一人であ

ったが、観察を続けながら勉強を重ね、今では観

察会の主催者として活躍されている関根恵治氏

や田浦佐知子さんがいる。こうして、観察会のノ

ウハウが伝えられていく。

私は職場である学校現場においても、生物の特

別授業や生物部の活動、PTA活動、公開講座など

でムササビ観察会を実施してきた。授業やPTA

活動での観察会は人気が高く、ムササビ観察がき
っかけとなり、進路を決定した生徒も多い。ムサ

サビ研究の道に進んだ生徒が多いというわけで

はないが、ムササビ観察を通して自然への関心を

高めるとともに、自然を見る目が養われ、進路を

自然科学分野や環境分野に決めた生徒もいた。

また、観索会のスタッフとして参加するうちに、

子供たちの教育に関心が生まれ、教育の道に入っ

た生徒もいた。PTAの中には、ムササビ観察会の

参加後、市の児童館などで独自のプログラムを組

み、観察を続けている人もいる。小学生の時にム

ササビ観察会に親子で参加し、その後毎年のよう

に観察を続けている家族、参加者のOB会を高尾

山の展望ビアガーデンで行っている卒業生など、
ムササビ観察会が子どもたちや親にさまざまな

影響を長い間にわたって与えてきたことを実感

する。

高校生物部の活動として、ムササどの活動時間

や食性、生息環境の調査などを行っている。巣か

ら落ちた幼獣の保護飼育などを生物部員に手伝
ってもらうこともある。その際に、ミルクの飲ん

だ量、フンの排泄量、いつ頃から葉食に変わって
いくのか、或いは樹上生活者としての樹上での適

応などを調べている生徒もいる。こうしたデータ

を、野外での調査活動、観察会のサブスタッフと

しての活動に生かしている。

ムササビは夜行性動物ではあるが、日没後約

30分から活動するので、観察しやすい動物であ

る。また滑空というダイナミックな移動様式をと

ることから、高木が多い人里近くの社寺林などで

観察できる（写真2）。フンは球形で直径5mm程

であり、割ると繊維状になっていることから他種

の哺乳類と間違えることはない。鳴き声も独特で、

喉から「グルルーツ」と大きな声を出す。姿を目

撃できなくても、生息の確認ができる。

日中にフンや食痕などを見つけておけば、その

付近で夕方から張り込んで観察できる。観察方法

も難しくなく、一度覚えてしまえば、誰でも比較

的簡単に観察できる。しかも餌づけすることなく、

人里近くでほぼ確実に観察できる野生動物であ

る。森に依存した生活をするムササビが生息する

ことは、環境（森）のバロメーターにもなる。ム

ササどの生息は、人々が身近な自然である里山を

見直し、地域再生を考える上で良いきっかけとな

る。そこから、ムササビなどが住める森とはどの

ような森なのかを、みんなで考えていくことがで

きる。環境教育の素材として、これまで哺乳類は

あまり使われてこなかったが、こうした点で、ム

ササビは環境教育の優れた素材である。

ムササビ観察会の問題点と対策

ムササビ観察会を行っていると、問題点もでて

くる。ここで問題点を明らかにし、解決策を検討

したい。

①定員に対して、応募者が多い

最近は2年間応募しても落選続きという人は
いなくなったが、季節によっては定員の数倍の応

募がある。ムササビ観察会は常連も多いため、募

集倍率が上がる場合、家族とか、1回も見たこと
がない初心者とかに分けて募集して対処したり、

グループ毎の抽選で決める方法をとらざるを得
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ない。大人に限ろうという意見も出るが、都心か

ら近い場所での観察会では、応募者の大部分は家

族連れなので、大人のみを対象とすると逆に定員

に満たなくなる。

②ルールを守らない

写真撮影禁止を守れない人が希にいる。カメラ

付携帯電話やデジカメの普及によって、誰でも簡

単に撮れるので、フラッシュを使って撮影する人

がいる。誰かが撮れば、どの参加者も撮りたくて

うずうずしているので、一斉にシャッターを押す。

勿論携帯電話で綺麗な写真が撮れることはない
のだが・・。対策としては、申し込み時に「フラ

ッシュを使用しての撮影はできません」と断り、

当日も集合時、観秦開始時に再度徹底する必要が

ある。

山火事の危険と文化財保護のため当然禁煙で
あるのに、携帯の灰皿を持って堂々と吸う人がい

る。最初に注意を伝え、それでも吸う人がいたら

その都度注意するしかない。しかし、最近はこの

ようなルール違反者はほとんどいない（来ない）。

また、黙って先に帰ってしまう人がいる。そう

いう人は帰り道を知っている場合に多い。点呼の

徹底（集合時・ケーブル降り場・観察場所到着時
と帰りの出発時・解散時）と、保護者に自分の子

供と手をつなぐなどして一緒に行動するように

あらかじめ言っておく。大滑空した場合など、親

も子も感動して、滑空先の樹木に向かい、はぐれ

るケース（他の団体に混じる）がある。観察当日、

団体同士の挨拶や連絡も重要である。
ムササビがしばらく出ない際に、子ともたちが

待ちくたびれ、飽きてくるためにうるさくなる場

合がある。親に任せるのも良いが、親でも言うこ

とを聞かない場合は、やはりリーダーがその子供

に対してきちんと「静かにしないと出てこない」

ことを教えるべきである。また、子供が飽きる場

合には、しばらくフンや食痕のある植物の採集に

切り替えるなどもよい方法である。こういう場面

を想定して、リーダーは複数いた方が良い。子供

好きなリーダーであれば、希望者を集めて、観察
の邪魔にならない場所に移動すると、子どもたち

は夜の山を歩くことだけでも十分満足する。ムサ

サビ、フクロウヤアオバズクの声などが聞こえて

くれば、声による観察もできる。

③地域住民に怪しまれ、警察に通報される

観察地によっては、付近に人家がある。夕方か

ら夜半にかけて、家の周辺に電気もつけない人の

集団が集まっていたら、誰でも怖くなるであろう。

地域や警察から質問されたときは、観察会である
ことを丁寧に説明し、終了予定時刻、人数なども

知らせておく。また、参加者にはライト（観察会

中はスタッフ以外は使用しないのが望ましい）を

人家や人に当てない、大声を出さないなど、最低

限のルールを再度説明する。ルールを守った観察

会を行えば、次回その地域で再び観察会を開くと

きに、地域の理解を得られやすい。地域の理解無

しには、観察会は長続きしない。

④イヌに吠えられる

観察会の最中にイヌに吠えられることがある。

そこにいる間中吠え続けられるので、観察どころ

ではなくなってしまう。そこで、観察場所周辺に

イヌがいないか確認しておき、なるべくイヌのい

る近くで観察しないようにしたい。飼い主に観察

会について話しておくと、吠えたときに対処して

くれる場合が多い。もし吠えられたら、取りあえ

ずはその場所を離れるようにする。

⑤酔っぱらい対策

観察会開催中に酔っぱらいが攻撃的に絡んで

くるケースはほとんどない。酔っぱらいが近づい

たら、適当に話して移動するのがよい。無視すれ

ば怒り出すかもしれず、丁寧に説明すると、いつ

までもそこにいたりする。私の経験では、詳しく

説明すると、質問攻めにあう。「ムササビが出ま

すよ」などと、相手の好奇心を高める発言は決し
てしないことである。酔っぱらいが困るのは、そ

の対応に追われているスキにムササビが滑空し

てしまい、最良のチャンスを逃すことである。

また、参加者ではないが、偶然自分たちの近く

にいて、いろいろと質問してくる人もいる。他の

団体のリーダーであれば情報交換した方が良い
が、一般の人の場合は休憩時間などを除いては、

参加者優先で対応する。その際には、「すみませ

んが、今観察会の最中ですから」ときちんと伝え

ることが大切である。

⑥ムササビが出ない
ムササビが絶対出るとは限らないし、出ないこ

ともある。参加者たちは当然ムササビが観察でき

ると思っているから、出なかった時のショックは

大きい。観察会のはじめの諸注意のときに、「今

日の観察会は、野生のムササどの観察です。相手

は野生ですから、毎日必ず見られるわけではあり

ません。私たちの長年の経験から、出会う確率の

高い場所に皆さんをご案内しますが、見られない
こともあることをご了承ください。ムササビのみ

を観察するのではなく、ぜひムササどの棲む環境

も見て欲しいと思います。」と話しておく。また、

主催者は雨天やムササビが出なかった場合を想

定して、ムササどの写真やフィールドサイン（食

痕やフン）などを用意しておく。
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⑦複数の団体の遭遇

高尾山では、気温も暖かくなり、新緑が美しく

なる5月や、紅葉の販わいが一段落する12月の

土曜日などには、数団体が鉢合うことが多い。5

月と12月は交尾期であるので、ムササどの活動

も活発である。そこで、観察に最善の場所を確保

するために、かなり早い時間に行かねばならない。

大切なことは、各グループがお互いに譲り合う気

持ちを持つことである。みんなが観察できるよう

に詰めたり、注意事項をお互いに再度徹底する。

ライトは団体毎に当てるのではなく、リーダー同

士が話し合い、数を最小限にしたい。人数が多い

とマイナス面ばかり目立つが、マナーさえ守れば、

多くの目があるので逆に見つけやすいという利

点もある。見つけたときには、他の団体にも声を

かけて観察するようにしたい。

最近、建築物の巣穴近くで待機する団体が多く

なって、ムササビに恵影響を与えている。巣穴の

真下（約3m）で待機するので、観察には最適な

場所には達いないが、あまりにも巣穴に近すぎる。
ムササビにストレスを与えないようにと、自分た

ちは敢えてその場所に行かないように配慮して

も、違う団体がそこに行き、間近で見たりする。

すると、こちらの参加者からクレームが出ること

がある。「あの団体はずるい。自分らもあそこに

行きたかった」。そういうトラブルが起きないよ

うに、巣に近い場所では待たないように、または

リーダーだけが待つなど、ムササビへのストレス

を最小限に抑える努力が必要である。

観察場所の捷供者からのメッセージ
1年中、非常に多くのムササビ観察者が訪れる

高尾山薬王院に、観察会の問題点などを訊ねた。
「最近は大きな問題は起きていない。数年前に

某大学（生物部）が、境内で新教コンパを行った
ことがあるが、境内で酒を飲み、大声ではしゃい

でいた。そのような行為はやめて欲しい。また、

文化財でもあるので火気の使用は厳禁、ゴミを捨

てない、大声を出さずに静かに観察するなどの最

低限のルールは守ってください。」
「薬王院で観察する場合は、社務所の用紙に手

続き（当日で構わない）をすること。その際に「観

察の心得」を渡すので、良く読んで頂きたい。ま

た、観察路から外れた道に入ることは危険なので

絶対にやめて欲しい。」との注意をいただいた。
ムササビ観察会を継続させてもらうには、各団体

がこのような常識的な注意事項を守り、薬王院に

迷惑をかけないようにしたい。

ムササピへの影響事例

観察会の開催時にムササビに直接悪影響を与
えた事例をあげておく。

①ライトの影響；観察会をはじめた初期の頃、
ムササビに当てたサーチライトの光がまぶしく

て滑空時に地面に落下したり、ライトの影響で電

線に着地したりしたことがあった。これらのムサ

サビは相当時間をかけて、樹木まで戻った。サー

チライトの数を最小限に抑え、影響の少ない赤い
フィルターをかけ、滑空時には正面から光を当て

ないようにすることである。ライトの正面に掌を

当て、指の隙間から光を出すようにすると、光量

を調節できる。

②巣穴の放棄；薬王院では遊歩道から3m程度
しか離れていない巣穴がある。その真下で多くの

団体が観察しているのだが、一時期その巣を放棄

したことがあった。直接の因果関係は不明である

が、巣の真下とか至近昆巨離で待つことは避け、10

mは離れていたい。

③遊歩道の灯龍に着地；子供のムササビが滑空

に失敗して高さ2mほどの灯寵に着地し、参加者

がその周囲を囲んだために　移動できなくなっ

てしまった。珍しいケースであるが、ややもする

と写真撮影会になりかねず、このような時は、離

れて観察するように、参加者を誘導する。

ムササビ観察に対する基本姿勢

環境教育の普及や生涯学習の充実などで、個人

又は各種団体による「自然に親しむイベント」が

増加している。その中の一つにムササビ観察会が

あるが、高尾山では季節を問わず、週末には相当

数の観察者が訪れ、ムササビを通して自然に親し

む人が増えてきたことは大変喜ばしい（写真3）。

また、ムササビ観察会の参加者が個人的にムササ

ビを観察するようになったり、自然に親しんだり

するようになったことは、ムササビ観察会が良い

影響を与えたことの表れであり、嬉しい限りであ

る。

しかし、一方ではムササビ観察のマナーが守ら

れずに、観察者同士のトラブルが発生したり、苦

情があることも事実である。そこで、ムササビに

とってストレスが少なく、観察者にとってもより

良い観察ができるように、また持続可能な観察会

を運営していくために、ムササビ観察に対する共

通認識の必要性が出てきた。私の経験から、観察

会でのムササビ観察に対する基本姿勢を提案し
たい。本文末尾にあるガイドライン案について忌

怪のないご意見を頂き、ムササビ観察のガイドラ

イン作成へと繋げていきたい。
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観察会のプログラム再考
ムササビ観察会はほとんどの場合、日帰りで行

われる。日没前に集合し、現地でムササビに関す

る説明をしたり、フィールドサインを探している

うちに日没時刻を迎える。日没約30分後にムサ

サビが出てくるが、日帰りの場合は、樹上での移

動、滑空、採食、鳴き声などが見聞きできれば、
かなり成功したものとなる。

あった。

ムササビ観察会は、ムササどの観察だけを目的

とするのではなく、ムササどの生息環境を見るこ

とにも視点をおくのが良い。その上で、ムササど

の鳴き声を聞いたり、滑空、採食などの行動が観

察できれば、日帰り観察会としては相当運が良い

と考えたい。ムササどや野生動物が住める森につ

いて、参加者に考えてもらえるようなプログラム

17 17 18 18 19 19 20 � 

15　夕食 

50　F山開始 

日帰り観察会では雨天時の対応に困るし、ムサ

サどの説明を現地では簡単な説明しかできない。

そこで、東京都多摩動物園主催のムササビ観察会

では、少し工夫をして、かつて高尾YHで行われ

ていた、宿泊を伴う観察会に近い形を実施してみ

た。多摩動物園と高尾山は近いため、動物園のホ
ールを借りて事前学習を行い、その後観察場所の

薬王院へ移動して観察するというプログラムで

ある。観察会の前に1時間程度ムササどのレクチ

ャーを入れるところがポイントである。

このやり方だと雨天時は中止にするのではな

く、レクチャー時間を長くとることも可能である

し（雨天時は90分に延長）、ビデオなどの映像を

用意することで参加者に少しは満足して頂ける

プログラムを実施できる。このやり方は参加者か

ら好評だったので、ここに紹介したい（2007年

9月2日実施のもの）。レクチャーはパワーポイ

ントを使用し、ムササどの形態、生態、行動、ム

ササどの調べ方などを、写真を多用して説明した。

事前にレクチャーすることで参加者の意識を高
め、その後観察場所に行くので、参加者の自然に

対する見方や接し方が違う。

動物園でレクチャーすることで、集合時間まで

は動物園探索もでき、家族連れには好評であった。

動物園でなくとも観察場所に近い会場が借りら

れれば、レクチャーによって観察会の盛り上がり

は確実に良くなるので、可能な限り試みて頂きた
い。2007年12月には、八王子市主催のムササビ

観察会も、高尾山麓にある森林センターで簡単な

説明を行ってから観察場所へ出かけたが、好評で

を設定し、なぜムササビがその森に住んでい

るのか、どういう森が彼らにとって住みやす

い森なのか、などが考えられれば、最高の観

察会となるのではないだろうか。そのような

観察会を目指していきたい。

では、単に滑空をみせるだけで良いのであ

ろうか。主催者のリーダーは、オスとメスの

区別、成獣と幼獣の区別ができなければなら

ない。さらに、メスの陰部が充血拡張してい

たり、6つの乳首が赤く発達していたり、若

いオスの睾丸が発達しつつあることがわかる

ようになってほしい（写真4）。これらを現場で

確認できれば、2頭が巣から出たり、枝で並んで
いる場合、その2頭の社会関係について説明でき

る。その実力をつけるには、双眼鏡（12倍程度）

で詳細に観察する経験を蓄積しなければならな
いと思う。
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ムササビ観察ガイドライン（案）

1 �観察場所への事前予約を必ず行ない、観察に対する了承を得ておくことが望ましい。神社仏閣 などで観察させて頂く場合は、先方の要望も聞き、そこで暮らす人の生活や、神事・仏事など 
行事の邪魔にならないように注意するり 

2 �観察会の下見を必ず行うようにする。夜間の観察会となるので、昼間は安全な場所でも、夜間 は危険な箇所も多い。観察会のリーダー（主催者）は必ず下見を実施し、危険な箇所などを点 
検しておく．） 

3 �ムササビに光を当てるときには、ライトに赤いフィルターを付けるなどして光量を落とす。サ ーチライトを使用するときには、ライトの前を手で覆うなどの工夫をすることで、ムササビに 

対してストレスを減らすように心掛ける。 

4 �ムササビを探したり観察する際に、ライトはリーダーが当て、参加者には当てさせないように する。誰でも、自分でライiを当ててムササビを探してみたくなるが、指導者が複数いるとき 
でも、1回に当てるライトの数は極力抑える。 

5 �人家や人間に対して、絶対にライトを当てないようにする。 

6 �観察場所にも、ムササビにも、観察させて頂いているという謙虚な姿勢を忘れてはならない。 ムササビが驚いたり、嫌がってその場所を放棄したり、観察場所の提供者に拒否されれば、そ 

れ以降の観察は中止に追い込まれる。 

7 �観察者同士が出会ったときは、挨拶を交わし、柏手に迷惑をかけないように配慮する。観察場 
所が狭い場合は、譲り合いの精神をもって観察し、必要に応じて観察場所の調整を行なうなど 
臨機応変に対応する。団体同士が観察日・時間で重なった場合には、代表者同士が話し合い、 
お互いに気持ちよく観察できるように協ノJする。 

8 �ムササどのいる木を叩くなど、ストレスになる行為をしている観察者がいたら注意をする。 

9 �近くに犬がいないかチェックしておく。日中は静かでも、夜になると急に吠え出す犬もいる。 
吠えられるとうるさいし、近所迷惑にもなる。 

10 �火気を使用しない。観察場所が神社仏閣の場合は火気厳禁であり、喫煙を控える。Ij－ト火事を絶 
対に出してはならない。 

11 �ゴミは家まで持ち帰る。リーダーは観察場所にゴミが落ちていないかチェックする。 

12 �夜間観察であるので、大声で話したり、走ったりしない。大きな音で音楽をかけたり、大声で 携帯電話を使用したりしないようにする。野生動物の観察は昼夜を問わず、静かに観察するこ 
とが基本である。 

ムササビ観察会参加者の感想

ムササビ観察会で何らかの影響を受け、現在で

はご自分たちで観察会を企画されている方、ムサ

サビを高校時代に良く観察し、観察会にもヘルパ
ーとして参加してくれた大学生たちに、ムササビ

観察会から得たもの、影響を受けたことなどを書
いてもらった。これらの文を読ませて頂くと、改

めてムササビ観察会（主に滑空であることが多

い）が人々に感動を与え、少なからず何らかの影

響を及ぼしていることが実感される。私も、感動

が人を動かす原動力であると考え

ているので、みなさんの感想や意見に同感するこ

とが多く、今後のさらなるご活躍に期待したい。

（岡崎　弘幸）

1）ムササビ観察会の参加者から主催者に

東京都高尾パークボランティア　関根　恵治

ムササどの観察会に参加させて頂き、解説を聞

き、様々な環境でたくましく生きているムササビ

を見させてもらう、こんなに楽で楽しい事はあり
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ません。

初めてムササビ観察会に参加をしたのは今か

ら20年も前のことで、ユースホステルに一泊し

ての観察会でした、杉の梢からの人滑空を見たと

きの驚きと感動は、今でもはっきりと脳裏に焼き

ついています。観察会が荒天などでスライド映写

やビデオの放映となったことも楽しい思い出の
一コマです。観察も回を重ねると他の地域にも行

くようになり、至近距離での採食活動や枝移り、
ムササビ用巣箱の利用や橋（鋼鉄製）のアーチの

穴を巣にして出入りしているのを見て、「ああ、

ムササども住宅難なのかな～」などと想像したり

深い渓谷の橋の脇からの滑空で背中が見られて

感激したり、また昼間でも穴から顔を出していた

り、尻尾が垂れ下がっていたりと、色々な場面に

も遭遇しました。
ムササビ以外の動物も観察するようになり、奥

多摩は勿論、北は北海道から南は沖縄、小笠原ま
で足を延ばしましたが、その様な中でも最初に見

た野生動物、ムササどの滑空が忘れられず、おり

をみてはフィールドに通いました。

観察を続けるうちに多くの仲間も出来、そのユ
ニークな活動履歴と豊富な経験や知識には、頭が

下がりっぱなしですが、貴重なアドバイスや情報
が得られるのもムササどのおかげと感謝をして

おります。そのような時に一つの転機が訪れ、

我々で観察会を開催しようとの機運が高まりま

した。それにはムササどや観察に関わるテクニッ

クを知らなくては前には進めないので、メンバー

を募って一から勉強です。観察経験者を中心に昼

間明るい時に、双眼鏡や望遠鏡を使って巣穴の確

認（大勢の目で探すと予想以上に沢山の巣穴らし
いものが見つかります）をし、フンや食痕なども

方々で見つけました、そして日没後には此処と思

う巣穴の前に張り付いてムササどの出巣を待ち

ますが‥、出たり出なかったり、2頭出てきた

りと中々思うようには行かないのが現実ですが、

何時何分にどの巣穴から顔（光る目）が見えて、

何分に巣穴から出て何分にどの方向に滑空をし
たかなどを記録します。鳴き声が聞こえた時にも

同様にします。観察に慣れてくると鳴き声にも何

種類もあることや、小枝を切る昔、木の葉を食べ

る音なども分ります。観察ではライトの当て方：

ライトセンサス、歩き方：フォックスウオーク、

衣服：衣擦音の防止、昼と夜の地形の見え方の変

化なども学習しました。
この様な勉強（観察）会を2年間続けて観察会

の開催です、この目に備えて下見を重ねデーター

を蓄積して準備をしてきても、やはり出巣するか

とても心配です。巣穴の近くでじっと静かに待つ

事しばし、目が光り顔を出す、するりと穴から出

ると見事な滑空、この時を待っていた参加者か

ら”ヮーツ“と歓声が上がります。主催者がホッ

と安堵の胸を撫で下ろす時です。観察会を開催す

る立場になると、何としても参加をされた方々に

ムササどの滑空を見て頂きたい、鳴き声を聞いて

頂きたい、そして枝移りの姿などが見られればも

う最高です。この様な思いは、開催する立場に居

る者は皆同じだと考えます。
フィールドには多い時には数組の観察グルー

プが集うこともありますが、近頃は観察マナーが

とても良くなったと感じます、以前には大声を上

げて走り回ったり、時には手に手に赤いライトを

持って所構わず照らしたり、と言うような光景も

見られましたが、その様なことは殆んど見かける

ことがなくなりました。ムササどの観察方法が定

着して長い時が過ぎ、経験を積んだリーダーのも

とで統制の取れた観察会が実施される事は喜ば

しい事です。一方で昼間は多くの観光客が訪れ、

新緑や紅葉の最盛期には日没後でも人並と騒音
が続き、ペット連れの人も増えているので伝染病

など余計なことを心配したりして。

何れにしてもこの可愛いおとなしい動物が、何

時までも安心して暮らしていける環境であって

欲しいです。「今夜会いに行くからねっ！」と訪

ねて行って、高い確率で会える野生の生き物なの

ですから。

2）ムササビと出会って

会社員　田浦　佐知子

高尾山などでのムササビ観察会に来てくださ

る方には、リピーターが少なくありません。私自

身、自分が行きたいから企画しているので、きっ

と他の人たちも何度もムササビを見たいと思っ

ているはずです。たとえばカモシカやハクビシン

の観察に行ったとしても（仮にですが）、そう何

度もはいいかな、と思うのですが、ムササビは普

通の四足の動物ができない“滑空’’をします。や

はりそこが、「おお～」と歓声を挙げる一番の魅

力でしょうか。

あとは何と言っても岡崎先生のお話です。ムサ

サどの（保護した）赤ちゃんを毎日学校に連れて

行ってミルクをあげるというような話は、そうど

こでも聞ける請じやありませんからt

最近の観察会はあいにく、あまりムササビが現

れてくれません。参加者の方、特に初めて来てく

ださった方には心の中で「ごめんなさいlでも野

リスとムササピ　　N020　　Apn1　2008
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生だから許して．）」と謝っています。（観察会の時

期が）紅葉シーズンにぶつかるせいなので、観光

客が誰もいない厳冬期にでもチャレンジしてみ

ようかと思っています。個人的には奈良のお寺で

ムササビを見るのが当面の希望です。

3）ムササビ観察会

跡見学園女子大学3年　並木　英理子

都立久留米高校生物部の活動の一環として、ム

ササビ観察がありました。初めて観察へ行ったと

きのことは今でもよく覚えています。とても運が

良いことに、数メートルの至近距離にムササビが

現れたのです。くりくりとした目にふさふさの尻

尾の、とにかくかわいいい生き物、というのが第
一印象でした。グルルルーという鳴き声も聞くこ

とができ、観察に夢中になっていると、時間はあ

っという間に過ぎてしまいました。未知の世界を

垣間見たことに興奮し、家に着いてからも頭の中

はムササビでいっぱいでした。

フンや食痕を探す作業も楽しく、ムササビ観察

は毎回新鮮な発見だらけです。サーチライトやト

ランシーバー、カメラなどを手に、暗闇の中で目

を凝らし、耳をすまして、みんなでムササビが出

てくるのを期待しながら待つ、どきどき感がとて

も好きでした。

そしてムササビは滑空が魅力的です。特に印象

に残っているのは、親子のムササビが現れたとき

のことです。私たちの歩いている道の真上のアー

チ状に飛び出している枝に、小さな子供ムサササ

ビがふわりと舞い降りたのです。まるでサービス

してくれているようにくるくると動き、親ムササ

どのもとへ去っていきました。まだ小さなムササ

どの見せてくれた「よいしょ」という感じのかわ

いらしい滑空には、ほんわかと心が温まりました。

高校3年間、岡崎先生の主催しているムササビ

観察会にスタッフのような形で参加する機会も

たくさんありました。ムササどの滑空を目撃した

瞬間は、すべての人が驚きと感動の表情を見せ、

感嘆の声をあげます。ムササビは、知らない人同
士に感動の共有という一体感をもたらしてくれ

るのです。一度ムササビを見たら、この不思議な

動物をもっと多くの人に知ってもらいたいとい

う気持ちがわいてきます。頭上の大滑空、四方か

ら聞こえる鳴き声、山の肌寒い空気など、生の空

間からしか感じることのできない体験はとても

貴重な経験です。
ムササビ観察を通して、野生動物は意外にも私

たちの身近に存在していることを実感しました。

人間とは行動する時間帯が異なり、多くの人は身

近に生息していることを認識しづらいと思いま

す。昼間と違う雰囲気の夜の高尾山に入るときは、
ムササビたちの生活圏内にこちらがお邪魔させ

てもらっているような感覚でした。日常生活では

気づきにくい、そういう感覚を忘れずに過ごして

いきたいです。ムササビに出会い、人間と野生動

物の双方が共存できる自然環境を維持していく
ことの大切さを学びました。自分に出来ることか

ら実行していきたいです。人の気持ちを動かす

様々な魅力を持ったムササビに、これからも多く
の人が出会えていければと思います。

4）ムササビと出会って

日本獣医生命科学大学2年　仲丸　育美

私がはじめてムササビと出会ったのは、高校1

年生の時でした。それまでムササどの存在を知ら

なかった私にとって、翼も持たない動物が飛ぶと

言われても全く想像がつきませんでした。まして

や学校で寝てばかりいる子（当時私が所属してい

た高校の、生物部顧問の岡崎先生は、保護したム

ササビにグルルという名前をつけて、学校で飼育

していました）と同じ動物がです。ムササどのこ

とを教えてくれた岡崎先生にもグルルにも失礼

な話ですが、正直、本物を見るまでは半信半疑で

した。けれども実際に高尾山に行ってみると、驚

くほど自然にムササビは‘’飛んで‖いました。

音もなく空を切るかのように頭上を飛び去った

姿に、本当にビックリしたと同時に感動したのを

覚えています。それ以来ムササビに会うために、

何度も高尾山に赴いてはムササどの滑空を見て

きましたが、何度見ても飽きません。未だにムサ

サビが飛んだときは、息を呑んで見とれてしまい

ます。
一体どうしてムササビは空を飛べるのか‥一

応私は（大雑把にですが）ムササどの飛ぶための

体の構造と仕組みを知っていますが、それでもな

お、不思議に思うのです。何故の答えがわかって

いるのにわからないというのも変な感じですが、

理解してもなお不思議が残る、だから何度見ても

感動する‥というところもムササどの数ある魅

力の一つだと私は思います。

いつも私たちの頭上を悠々と、真っ黒な空を背

景に白いお腹を見せながら飛んでいく「空飛ぶ座

布団（by岡崎先生）」。これからも私は彼らに魅

了され続けたいと、またできれば彼らの生活を守

る手助けをしていきたいと思います。
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ムササビ観察会参加者が描いたムササどの絵

ここに紹介する絵は、ムササビ観秦会（高尾YH主催の1泊2日コース）に参加して、ムササどの滑空、

採餌、枝わたり行動などを観察することができた人たちに、翌日　一番印象に残ったムササどの絵を描いて

もらったものである。年齢を問わず、ほとんどの人が滑空の絵を描いているので、一瞬の感動である「滑

空」が最も印象に残っていることがわかる。（岡崎　弘幸）

二十∵
5歳女子　　　　　　　　　　　小学生男子

小学生女子

12

小学生男子

30代女性　　　　　　　　　　　20代女性　　　　　　　　　30代男性
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軸鵬S国内のフィールドから

クワガタスコープを利用した樹洞内の観察技術
The technique using a scope forinvestigatinginterior cavities

浅利　裕伸
h人、ソ日、／丁．・ト．〃■J、

ムササどやモモンガは樹洞で休息や繁殖する　　ケーブルと指示棒（1，000～2，000円ほど）を結

ことがよく知られているが、樹洞の内部を観察す　　束バンドによってまとめた。

ることは難しく、いろいろな道具を使って工夫が

なされている。そのような樹洞内観察の工夫は村

木ほか（2003）で詳しく紹介されている。村木ほ

か（2003）では、鏡を用いた手製の道具は安価に

利用できる観察方法である一方で、高所の樹洞や

複雑な形状の樹洞には十分な観察ができないと

述べられている。また、脚立を用いずに高所を観

察できる樹洞内観察カメラは、樹洞の深い部分ま
で確認できないことに加えて、注文生産する必要

がある。

今回、私はLEDライト付きのクワガタスコープ

に工夫を加えることによって、上記2つの方法の

間に位置するような観察方法を考えたので報告

する（写真1）。つまり、このクワガタスコープ

の長所としては、1．インターネットで簡単に購

入可能（30，000～40，000円）、2　少し高い樹洞

も観察可能（脚立＋1～1．5m、延長の注文が可能）、

3．素材が柔らかく、LEl】ライトによって多少複

雑な樹洞や樹洞底部まで観察可能（LEI）ライトが

ない商品もあるので注意が必要）などがあげられ

る。ただし、2と3の長所については、写真2と

3のような簡単な工夫が必要である。

写真1．工夫を加えたク　　写真2　ケーブルと指示
ワガタスコープ　　　　　棒の接続部分

クワガタスコープのケーブルは柔らかいため、

高い樹洞までケーブルを伸ばす際にこれを固定

する必要がある。そこで、一つ日の工夫点として、

写真3．ケーブル先端の角度調整が可能な部分

高い樹洞を観察するときには、指示棒を伸ばす。
このときの注意点は、結束バンドを強く締めすぎ

ないこと（微調整やケーブル内に影響がでないよ

うにするため）と2本以上用いること（1本だと

結束がゆるくなってしまうため）である。

二つ日の工夫点は、先端部分に針金を巻くこと

によって先端の角度を調節可能にした。このこと

で、形状が複雑な樹洞であっても角度を微調整し

ながら観察することができる。短所としては、（防

滴のファイバースコープも販売されているが）今

回紹介したクワガタスコープが防水でないため

雨天時に使用できないことや手製の樹洞覗き装

置と同様に高所の樹洞は確認できないことがあ

げられる。しかし、持ち運びやすく、樹洞内の映

像がクリアであり、ある程度の高さまで観察可能

なクワガタスコープの利用は、樹洞で暮らす動物

を観察する簡便かつ有効な手法だと思われる。

引用文献

村木尚子・岸田久美子・柳川久，2003．私たち、
こうやって樹洞を調べてます．リスとムサ

サビNo．13：1卜13

●　浅利　裕伸

帯広畜産大学野生動物管理学研究室
ushin＠pop17．odn，ne．1T］
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海外のリス類

ヨーロッパで拡大するハイイロリス・なぜ拡大を止められなかったか
ハイイロリス（助J WgCarJ血e乃Jdの北米からヨーロッパへの導入：

侵入のケース・スタディ
TheintroductlOnOftheAmericangreysquirrel（ScIWuS．CarOllnensIS）1nEurope

a case studyin biologicalinvaslOn

肋加加わJ上〟β

（翻訳　古田　尚也　川道　武男）

種を新しい生息環境や新しい地理的地域へ導

入することは、生物多様性に対する最も深刻な脅

威の一つとされる（Vitousek et al．1996；

Wilcove et a1，1998；IUCN2000）。導入された

種は、競争、捕食、寄生、病気の媒介、交雑など
の生態学的に異なるプロセスを通じて、在来種と

影響を及ぼしあう（Vitousek et al．1996；

Wlttenberg＆Cock2001）。侵略的外来種との競

争がよく記録された一例として、在来のヨーロッ
パアカリス（助九m封耽毎払城が、導入されたア

メリカのハイイロリス（∫cJαr〟∫C∂rOJf月e〟gjg）

と置換されるということが、ブリテン諸島（英国）

とイタリア北部で起こった（Gurne11＆Pepper

1993；BertollnO＆Genoves12003；Wauters eta1

2005）。

在来のアカリス
アカリス（∫cJUrぴ5mJg召rJdは、旧北区に分布

し、酉はイベリア半島から太平洋岸まで、大陸の

地続きであるヨーロッパ、ロシア、モンゴル、中

国北東部に広がる。サハリン（ロシア）と北海道

（日本）の太平洋の島々にも生息し、コーカサス

地方にも導入されている。ヨーロッパでは、アカ

リスは生息環境が適した地域の大部分に今でも

広がっているが、大面積の低地帯では減少を続け

14

ている。そこでは森林の分断化が進んでいるため、

地域的絶滅が起こってもアカリスの再定着が妨

げられている。しかしながら、主な脅威は、競争

メカニズムを通じて在来のアカリスに置き換わ

るハイイロリスの存在である（Gurne11＆Pepper

1993；Bertolino＆Genoves12003）。

導入されたハイイロリス
ハイイロリス（写真）はアメリカ原産の種で、北

米東部、すなわちメキシコ湾からカナダのケベッ

ク州・オンタリオ州南部まで分布する（Koprowski

1994）。本種は、北米、ヨーロッパ、南アフリカ、

オーストラリア（現在は絶滅）など数多くの地域

に導入されてきた。ヨーロッパでは、英国とアイ

ルランドに19世紀終わりから20世紀前半にかけ

て幾度か導入され、イタリアへは1948年～1994

年に導入されてきた（図1）。これらの国々では、
ハイイロリスの急激な拡大と同時に、在来のアカ

リスの生息範囲が劇的に減少した（Gumell＆

Pepper1993，Wauters et a1．1997，Teangana et

al．2000）。英国では、イングランド地方とウェ
ールズ地方の大部分とスコットランド地方の一

部地域でアカリスが消失し、今や種の絶滅の危機

に瀕している（Gurne11＆Pepper1993）。

写真　イギリス・ロンドン　ハイドパークのハイイロリス　∫cj∬UJCdで0ノブ舶〟∫7．9（撮影　川道美枝子）
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種間競争
これら2種の種間競争のメカニズムについて

は、これまでに研究が行われ、メカニズムの一部

は解明されている。ハイイロリスはアカリスと同

じ食物資源を利用するとともに、空間利用と活動
パターンもアカリスに類似する（Wauters　＆

Gurnell1999；Wauterseta1．2001，2002a，b）。

落葉樹林では、ハイイロリスはアカリスがあま

り利用しないドングリを多く食べるとともに、同

種の他個体が分散貯蔵した種子の多くをくすね

る（Wauters et al．2001，2002a，b）。針葉樹林

では、ハイイロリスは最も食物提供量が多い生息
パッチを独占し、そのパッチにアカリスは生息す

るのを避ける（Wauterseta1．2000；Bryceetal．

2002）。食物資源をめぐる種間競争の結果、アカ

リスでは体の成長が減少し、若い個体の入れ替わ

りと繁殖成功度が低下することにより、個体群密

度の低下と地域的絶滅を引き起こす（Wauters

et a1．2001，2005；Gurnell et al．2004）。

英国では、これら2種の競争的排除には、リ
ス・ボックスウイルス（以前はパラボックス・ウ

イルスとして知られていた）が介在する。ハイイ
ロリスは、アカリスに致死的な病気を引き起こす

ウィルスの媒介者としての役割を果たしている

（Sainsburyeta1．，2000；Gurnelletal，2006）。

図1．　ヨーロッパのハイイロリスの分布

イタリアにおけるハイイロリス
ハイイロリスはイタリアに生息し、ピェドモン

ト（トリノ近郊）、ロンパルディア（ティチーノ

地方沿い）、リングリア（ジェノヴァ・ネルヴイ）

の　3つの個体群がある（Genovesl＆Bertolino

2001，Bertolino＆Genovesi2003，Tattonl et al

印刷中）。イタリアでは、最初にストクビニージ

（トリノ州ピェドモント地方）に1948年に導入さ

れた（Currado1998）。この個体群は2000年までに、

集約的農業と非常に分断化された森林がある880
km2　の範囲に広がった（Wauters et a1．1997b；

BertollnO＆Genoves12003）。ジェノヴァ・ネル

ブイの個体群は、1966年に導入されてから今日ま

で、幾つかの小さな都市公園に留まっている。近

隣の丘陵地への拡大は、不適な生息環境であるた
めに、不可能ではないが、拡大は困難なようであ

る（Bertolino et al．2000；Venturlnl et a1．

2005）。ロンパルディアでは、1999年にハイイロ

リスが発見された。この個体群は未だに低密度を

保っているようであるが、ティチーノ峡谷でコロ
ニーを形成し、スイスへ拡大するリスクは非常に

高い（Tattoni et al．2005）。

ハイイロリス拡大のモデル化

ハイイロリスがイタリアとその近隣諸国へ拡大

する可能性を検討するため、空間明示・個体群動

態モデル（A spatially expllClt pOpulation

dynamlCS mOdel（SEPM））を適用した。ハイイロ

リスに関するSEPMは英国で開発され（Rushton

eta1．1997）、イングランド、スコットランド、

イタリアにおける同種の拡大予測に成功してい

る（Rushton et al．1997，Lurz et al．2001；

Tattonl et al．2005）。我々は、1996年における

既知のハイイロリスの分布を起点に、その後の

100年間の拡大状況をモデル化した。

このモデルは、解像度250mのCORINE土地被覆デ
ータを基本にした電子的な生息環境地図と統合

されていて、ハイイロリスの繁殖、分散、死亡率

を個体レベルでシミュレートするものである。生

活史に関わるパラメータは、フィールド・ワーク

によるデータと、学術論文からの推定値に基づい

ている。リスの個体群動態、生残、繁殖は、種子

収量パターンと食物経供量とリンクしている。さ

らに、種子収量パターンは、詳細な樹種構成と樹

齢構成に基づいている。生息環境が多様化すれば

するほど、種子収量がセロもしくは不作の年は少

なくなる。しかしながら、これらのデータは

CORINE土地被覆データのスケールでは入手可能

ではない。したがって、我々は2つの異なるシナ

リオをモデル化した。“最良ケース”では、種子

収量の不作、平均、豊作がランダムに起き、リス
の繁殖率と死亡率に対して付随する効果がある

としてシミュレートした。一方、“最悪ケース”

のシナリオでは、種子収量の不作年が生じないと

仮定した。

最良ケースのシナリオによれば、ピェドモント

リスとムササピ　　No20　　Aprl12008
15



のハイイロリスがアルプスに侵入を始めて針葉

樹林までに達するのに1996年から30～40年かか

り、イタリアーフランス国境を越えるのに約70
～75年かかる。ロンパルディア個体群が、ティ

チーノ沿いにマージョリー湖からポー川合流点

までの地域に定着するには40～50年かかるであ

ろう。スイスに最初の個体群が形成されるのは

2051～2066年ごろで、ハイイロリスが存在する

確率は次第に高まる。

最悪ケースのシナリオでは、ハイイロリスの拡

大が有意に早まることをシミュレーション地図

が示している。1996年の20年後には、アルプス

西部のトリノ州とクネオ州でハイイロリスがコ

ロニーを形成することが予測され、約30年後に

は、アルプスを越えてフランスに達すると予測さ

れる。ロンパルディア個体群は、たった20年で

ティチーノ沿いとマージョリー湖に沿った地域

でコロニーを形成し、2031～2041年にスイスに

最初の個体群が形成されると予測される。

ヨーロッパにとってのリスク

イタリアからハイイロリスを根絶するための

唯一の努力は1997年にとられた。しかし、動物

愛護活動家との法廷闘争によって中止された

（BertollnO＆Genovesi2003）。それ以降、ハイ

イロリスの危険性やその拡大を防ぐ必要性を示

すために数多くの努力が払われたにもかかわら

ず（Lurz et al．2001；Bertolino＆Genovesi，

2003，20O5，Tattoni et a1．2005；Genovesl　＆

BertollnO，2001）、行動は何一つとられていない。

イタリアのハイイロリスの将来と管理の決定

は、予想される分布拡大の状況を考慮するべきで

ある。ヨーロッパの多くの地域には、ハイイロリ

スに適した生息環境が含まれる。かくしてハイイ

ロリスはイタリア北部から他の国々へ、そして長

期的にはユーラシア大陸の大部分に拡大する可

能性がある。これは、在来のアカリスと他の野生

生物の保護にとって重大なリスクとなるであろ

う。
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■リス科動物情報

ミミゲモモンガの糞
Excrements of CompleズーtOOthed flying squirrels for Chinese medicene

州道　武男
7bAe（フ脇机乱打JcAZ

ミミゲモモンガ乃1脚とer揖ズ即と山pegは、1

属1種の中国にのみ生息する種である。中国では、

東北地方を除く多くの省の山岳地帯に分布する。

中国名は複歯魔鼠、英名でcomplex－tOOthed

flying squlrrel、和名は耳毛に由来する。体重

が250～400g、頭胴長27～30cm、尾長が26～

27cmで、ムササどの1／3くらいの重さである。

リス科で最長の妊娠期間（74～約　日）をもつ。

IUCN（2000）は」訓（endangered ENLAIcd）に指定し

ている。

寒号鳥の寓話

中国中央電視台は2007年7月26日に「薬用動

物系列（7）寒号鳥養殖」として、本種の養殖につ
いての番組を放映したが、中国中央電視台HPで

約10　分の動画を見ることができる。

http

O726／116364．shtml

寒号鳥とは本種の別名で、日本でもモモンガを

晩鳥（ぽんどり）とも呼ぶように、中国では滑空

性哺乳類に鳥の名をつけることがある。この寒号

鳥には有名な寓話がある。岩壁の隙間に住む寒号

鳥が「寒くなってきた、明日こそは巣を作ろう」

と鳴きながら叫ぶ。しかし、日中の暖かい太陽に

当たると、怠けて巣作りを忘れてしまう。明日こ

そは，明日こそはと思いつつ、ついには寒さに凍

えて死んでしまう、という寓話である。

日本では寒苦鳥と呼ばれ、鳥類と思われている。

平家物語巻第九に「青陽の春も来たり、浦吹く風
もやはらかに、日影ものどかになりゆけば、平家

はただいっとなく氷に閉ぢられたる心地して、寒

若鳥にことならず」と、新年に讃岐屋島にとどま
る平家が自らを寒苦鳥になぞらえた記述がある。
この寓話は、この時代に日本でも広まっていたこ

とがわかる。その後も、日蓮上人の説話にも怠惰

を戒める寒若鳥の話があり、日本では仏教説話と

思われているが、仏典にはないという。

ミミゲモモンガの交尾期は年1回で、12月下

旬から1月にある。メスが発情すると鳴き、オス

も鳴く。寒い季節に雌雄が鳴きあう行動が、この

寓話が生まれたヒントになったのかもしれない。

ミミゲモモンガの映像

生きたミミゲモモンガの映像が中国の国外で

見られるのは、今回が初めてである。映像を見る

と、尾の形状は扁平でニホンモモンガに似るが、

粗い体毛はリスに近い。飛膜は、首と前肢の間、

前肢と後肢の間にあり（後肢と尾の間は不明）、

前肢に針状軟骨もあるようだ。座っている姿勢で

は、飛膜が波打っており、飛膜を広げた映像はな
いが、他の滑空性の種と比べて飛膜の形状に相違

点はみられない。眼が大きい顔の表情は、ムササ

ビでもニホンモモンガでもなく、どちらかという

とリス顔である。和名の由来となった耳毛とは、

本種が耳介の基部の裏側に黒い毛が生えている
ためと思うが、画像が不鮮明である。

映像では、摂食行動、飼育状況、糞、生息環境

が紹介されている。両手で食物を保持して食べる

姿勢は、典型的なリス科動物の摂食姿勢である

（写真1）。ただし、冒頭の滑空シーンはアメリ

カモモンガの借用で、日本で放映された自然番組

で既に見た記憶がある。

玉東脂とは

このモモンガの糞はそのままの形で漢方薬の

五霊脂（ごれいし、クーリンジ）になる。五霊脂

は開宝本草（973年刊）で初めて記述され、本草

綱目（1578年完成）にも記述があるから、1千

年前から知られた漢方である。日本の山部の文献

には、五霊脂をオオコウモリの糞としているが、
コウモリの糞は夜明砂という漢方薬で、誤りであ

る。ミミゲモモンガの糞はやや細長く俵状で、ム

ササどの球状とは異なる。この糞を飲むと、血行

が良くなり、生理痛などの婦人病に効くとされる

（日本では500g、2300円で販売。味は塩辛くて

苦味があり、匂いは殆どないという）。最も有名

な処方は五雲脂と蒲黄（ほおう：がまの成熟花粉）

を等量に混ぜた失笑散（ちょっと笑っているうち

に痛みがとれる）である。N肱で放映された韓国

の連続テレビドラマ「チャングムの誓い」で、皇

后が双子を流産したときに失笑散を処方される。

五霊脂を分析して論文を発表している学者は、

木種の食物は多くが薬用植物であるので、糞の効
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能が高まると説明していた。漢方が今でも薬とし

て重要であり、研究の対象になっていることを実

感した。

飼育場の様子

生息地では、標高1360～2750mにある断崖の

洞窟にいるところを捕獲し、糞を採取・販売する
ために、多数の個体を室内で飼育・繁殖させてい

る。飼育場では、民家の壁にたくさんの穴をあけ

て岩壁の洞窟に似せており、他個体に対して攻撃

的であるため、1つの穴に1頭ずつが休息してい

る。中央の餌場には数頭のムササビが摂食してい

た。映像には耳介が破れた個体が見られ、集合飼

育すると闘争が激しいとの説明を裏付けている。

写真1．ミミゲモモンガ　中央電視台HPより

日中獣類学シンポジウムをまとめた
「ContemporaryManmlogylnChlna andJapan・

T．Kawamichi，ed．，1985」に集録された王福勝

のミミゲモモンガの生態に関する論文は、現在で

も本種に関する唯一の英語論文である

（Prelimlnary Study on the ecology of the

complex－tOOthedflyingsqulrrel’FulinWang）。

Walker，s MaDtntals of the World（Nowak1999）

もこの論文を引用している。年1回の交尾期（12

月下旬～1月）、出産時期（3～4月）、産子数（1
～3仔）、リス科最長の妊娠期間（74～89日）、性

成熟22カ月などを報告したが、飼育場での多数

個体を観察して初めて得られた貴重なデータで

ある。

注）寒号鳥の寓話については、百科探秘に詳しい。

http：／／bk．51Dlayer．com／view／28562．ht

型

注）五霊脂については、度目大学医学院中医系の
KPにある本草図苑に詳しい。

http：／／www．xmutcmorg／html／modules．p

hp？name＝TCM＿Resource＆dir＝HerbGallery

＆show＝PageS＆id＝wulingzhi

なお、中国の別の自然関係の肝に、変わった
ムササどの写真が投稿されていて、種名を尋ねて

いる。こんなムササビがいるのかと、一見の価値

はある。どなたか種名がわかる方はいませんか。

http：／／www．natureLChina．net／？1348／ac

tion viewsDaCeitemid117．html

●　川道　武男　関西野生生物研究所

pika＠h4．dion．ne．澗

日本哺乳類学会自由集会「西日本のリスとモモン

ガの分布と保全に関する研究交流会」のお知らせ

西日本の樹上性哺乳類のうち、ニホンリスとニ
ホンモモンガは多くの県で絶滅の危機に瀕して
いる。昨年改訂された環境省のレッドリストでは、

中国地方と九州地方のニホンリスが絶滅のおそ
れのある地域個体群に指定されている。また、県
のレッドリストでは、広島県で絶滅、山口県で絶

滅危倶Ia類とされている。一方、西日本におけ
る最近のニホンモモンガの生息情報は極めて限
られており、中国地方と九州地方の多くの県でレ
ッドリスト掲載種である。
このような危機的な状況であるにもかかわら
ず、これら2種の個体群保全のための有効な施策
は行政レベルではほとんど行われていない。この
現状を打開することを目標として、本自由集会で
は、地域によってそれぞれ独立に行われてきた両
種についての最近の生息分布の調査の成果をも
ちより、行政をまきこんだ今後の生息調査の戦略
と方法論を議論する。
主催．西日本のリスとモモンガの分布と保全に関
する研究交流会（仮称）
世話役：安田雅俊（森林総研九州卜田中浩（山
口博物館）

1．中国山地におけるニホンリスの分布（田村典
子　森林総研多摩〉
2，山口県のニホンリスについてのコメント（田

中浩　山口博物館）
3．九州山地における巣箱によるモモンガの生息

調査（熊本県野生生物研究会）
4．ニホンモモンガの環境選択性についてのコメ
ント：丹沢山地における巣箱調査から（鈴木圭・
安藤元一　東京農大）
議論　方法論と今後の戦略
（学会は9月12日～15日山口大学吉田キャンパ
スにて開催。詳細は哺乳類学会のHP参照。）
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胃 事務局から
■事務局の交代について

会員の皆様に既にお知らせしまし
たように、事務局は2008年1月か

ら京都に移りました。新事務局で

は会誌の発行を含めた事務局とし
て活動します。

■新しい編集重点の方々

本号より、岡崎弘幸、木村吉幸、
鳥居春巳、馬場稔氏が編集委員に
加わりました。

■原稿、イラスト、表紙写真募集！

リスとムササビ第1号の発行は

1997年5月、2008年に20号発行

を迎えました。リス類に関する原

稿をふるって投稿してください。

学術論文、分布、目撃情報、フイ

リスとムササビ
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ールド通信等のリス情報や、イラ

ストなど、内容は自由です。

学術論文の書式は既刊号に合わせ

てください。学術論文の場合は「で

ある」詞でお願いします。観察記

録などは文体は自由です。投稿原

稿は恥rdなどで作成したファイ

ルをE－mall　に添付して事務局ま

でお送り下さい。掲載された方に

は掲載号を数部お送りします。

■入会秦内

年会費（会計年度は1月から12

月）は1，000円です。入会された

方には会報を年2回（不定期）送

付いたします。

入会方法は、葉書、FAX・E－mail

にて必要事項等（氏名、任所、自

宅か勤務先か在学先などの電話番

号、所属、E－mall、興味のある種

類、分野など）を事務局まで御連

絡ください。また、同時に郵便振

替で年会費1，000円をお振り込み

ください。振り込み先は、

郵便振替口座番号00240－5－29219

胸．2♂
47′ノ／．肋

gC汀〟紀か．仇Ⅶ4m

●発行　リス・ムササヒネットワーク

●編集委員　安藤元一　岡崎弘幸　川道武男

川道美枝子　木村吉事　鳥居春己

馬場稔　柳川久

●編集・発送　川道美枝子　州道武男

■郵便振替口座番号　00240－5－29219

加入者名　リス・ムササビネットワーク

■リス・ムササビネットワークHP ww．rlmunet．．jp

■リス・ムササビネットワーク事務局■

住所　〒605－0981京都市東山区本町17丁目354

川道美枝子
TEL＆FAX O75－55卜3936

Elnall：rlmunet＠kyl・biglobe．ne．jp

¢2008Japan Netvork of ScIUrld Researchers

加入音名：リス・ムササビネット

ワーク

■会費の振り込み

住所変更等がありましたら、事務

局までお知らせください。

2年分の会費滞納の方には会報の

送付を停止します。

■「リスとムササビ」のバックナ

ンバーを希望される方は、事務局

へElnallで申し込んでください。

各号の目次は、リムネットのHP

に掲載されています。

本号の表紙写真

ムササビ乃由比rJJねJeぴC（好餌JY

撮影・文　川道武男

日没後、樹洞から顔を出したムサ

サビ。少し眠たそう。

表紙イラスト

ムササビ観察会に参加した小学生

が描いた滑空中のムササピ。詳細

は岡崎さんの本文参照。

［結集後記］

★各地でムササビ観察会が盛んですが、岡崎さんの30年

にわたるムササビ観桑会の経験から、野生生物とのつき

あい方を考える特集を組みました。環境教育の材料とし

てのムササどの重要性が浮き彫りになりました。

★各地でリス類が観轟されて、それぞれの地方の博物館

員からの情報も届いていますが、多くの分布情報や観察

記録が埋もれています。ぜひ「リスとムササビ」に投稿

いただき、記録を残してゆくことにご協力ください。

★リムネットのHPを見て入会される人が増えていま

す。「リスとムササビ」が情報交換の場としても役立っよ

う工夫してゆきたいと患っています。

★これまで事務局を担当していた繁田真由美さんからバ

トンを受け取り、事務局と会誌の編集作業を合わせて引

き受けることになりました。2007年12月までリムネッ

トを盛り立てて来こられた繁田さん、本当にご苦労様で

した。

★会話のスタイルはこれまでと基本的な変更はありませ

ん。会誌の論文はこれまでも他論文に引用されています

が、新しい編集委員の協力を得て、今後も質の高い内容

を目指してゆきます。　　　　　　　　　川道美枝子
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